
政
令
第
二
百
五
十
三
号

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
附
則

第
三
条
第
六
項
及
び
第
十
二
条
並
び
に
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
八
条
、
第
二
十
四
条
の
二

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
二
十
九
条
の
二
ま
で
、
第
三
十
条
の
三
第
二
項

、
第
三
十
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
条
の
四
十
四
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
三
十
条
の
四
十
八

、
第
三
十
条
の
四
十
九
、
第
三
十
八
条
並
び
に
第
四
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
四
章

目
次
中
「

」
を

第
四
章
の
二

本
人
確
認
情
報
の
処
理
及
び
利
用
等
（
第
三
十
条
の
二
―
第
三
十
条
の
二
十
五
）

第
四
章

の
二

本
人
確
認
情
報
の
処
理
及
び
利
用
等
（
第
三
十
条
の
二
―
第
三
十
条
の
二
十
四
）

に
改
め
る
。

の
三

外
国
人
住
民
に
関
す
る
特
例
（
第
三
十
条
の
二
十
五
―
第
三
十
条
の
二
十
八
）

」

第
一
条
中
「
又
は
「
転
出
」
」
を
「
、
「
転
出
」
、
「
外
国
人
住
民
」
、
「
中
長
期
在
留
者
」
、
「
特
別
永
住
者
」
、
「
一



時
庇
護
許
可
者
」
、
「
仮
滞
在
許
可
者
」
、
「
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
」
又
は
「
国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞
在
者
」
」
に
、

ひ

「
又
は
法
第
二
十
四
条
」
を
「
、
法
第
二
十
四
条
又
は
法
第
三
十
条
の
四
十
五
」
に
、
「
又
は
転
出
」
を
「
、
転
出
、
外
国
人

住
民
、
中
長
期
在
留
者
、
特
別
永
住
者
、
一
時
庇
護
許
可
者
、
仮
滞
在
許
可
者
、
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
又
は
国
籍
喪
失
に

ひ

よ
る
経
過
滞
在
者
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
法
」
の
下
に
「
第
四
章
又
は
法
第
四
章
の
三
」
を
加
え
、
「
行
な
わ
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に

改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
法
」
の
下
に
「
第
四
章
又
は
法
第
四
章
の
三
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
同
条
第
十
項
」

を
「
同
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
届
出
」
の
下
に
「
（
以
下
「
転
出
届
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
三
第
二
項
中
「
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び

第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
項
」
を
「
当
該
請
求
が
あ
つ
た
事
項
を
含
む
。
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
出
届
」
に
、
「
付
記
転
出
届
（
法
第
二
十
四
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
付
記
転
出
届
を
い
う
。
第
二
十
四
条
の
三
、
第
三
十
条
の
二
十
一
及
び
第
三
十
条
の
二
十
三
に
お
い
て



同
じ
。
）
若
し
く
は
世
帯
員
に
関
す
る
付
記
転
出
届
（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
世
帯
員
に
関
す
る
付
記
転
出

届
を
い
う
。
第
二
十
四
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
つ
た
」
を
「
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
若
し
く
は
同
条
第
二

項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
付
記
転
出
届
」
を
「
転
出
届
」
に
改
め
、
「
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
」
を
削
り
、
「
転
入
届
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
最
初
の
転
入
届
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
並

び
に
第
三
十
条
の
二
十
第
二
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
付
記
転
出
届
」
を
「
転
出
届

」
に
改
め
、
「
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

最
初
の
転
入
届
の
際
に
、
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
提
出
が
さ
れ
な
か
つ
た
場
合

第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
第
一
号
中
「
世
帯
員
に
関
す
る
付
記
転
出
届
」
を
「
転
出
届
」
に
、
「
者
」
を
「
世
帯
員
（
法
第

二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
世
帯
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
「
法
第
二
十
四
条
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「
転
入
届
」
の
下
に
「
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
最
初
の
世
帯
員
に
関
す
る
転
入
届
を
い



う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
世
帯
員
に
関
す
る
付
記
転
出
届
」
を
「
転
出
届
」
に
、

「
者
」
を
「
世
帯
員
」
に
改
め
、
「
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条

を
第
二
十
四
条
の
二
と
す
る
。

三

最
初
の
世
帯
員
に
関
す
る
転
入
届
の
際
に
、
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
転
出
届
を
し
た
世
帯
員
が

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
提
出
が
さ
れ
な
か
つ
た
場
合

第
二
十
四
条
の
四
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
四
条
の
三
と
す
る
。

七

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
の
日
、
有
効
期

間
が
満
了
す
る
日
そ
の
他
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
管
理
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
二
十
六
条
中
「
法
」
の
下
に
「
第
四
章
又
は
法
第
四
章
の
三
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
第
一
号
中
「
届
出
」
の
下
に
「
（
以
下
「
転
入
届
」
と
い
う
。
）
並
び
に
法
第
三
十
条
の
四
十
六
及
び
法
第
三

十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
第
三
号
に
掲
げ
る
届
出
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
被
保
険
者
証
を
い
う
。

こ
の
条
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
被
保
険
者
証
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書
（
同
法
第
九
条
第
六
項
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び



第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
（
同
法
第
九
条
第
六
項
の
被
保
険
者
資
格
証
明

書
を
い
う
。
こ
の
条
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
被
保
険
者
証
及
び
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書

の
い
ず
れ
も
」
に
改
め
、
「
そ
の
旨
」
の
下
に
「
並
び
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
記
号
及
び
番
号
」
を
加
え
、
同
条

第
二
号
中
「
、
法
第
二
十
四
条
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
以
下
「
転
居
届
」
と
い
う
。
）
、
転
出
届
」
に
改
め
、
「
届
出

」
の
下
に
「
（
次
条
第
二
号
及
び
第
二
十
七
条
の
三
第
二
号
に
お
い
て
「
世
帯
変
更
届
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
被
保
険
者
証

」
の
下
に
「
又
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
い
ず
れ
か
」
を
加
え
、
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
「
被
保

険
者
証
及
び
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
い
ず
れ
も
」
に
改
め
、
「
そ
の
旨
」
の
下
に
「
並
び
に
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
の
記
号
及
び
番
号
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
三
十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
当
該
届
出
を
す
る
者
が
中
長
期
在
留
者
等
（
法
第
三
十
条
の
四
十
六
に

規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
等
を
い
う
。
次
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
る
前
か
ら
引
き
続
き
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
年
月
日

ロ

そ
の
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
又
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書



の
い
ず
れ
か
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
記
号
及
び
番
号
、
そ
の
世
帯
主
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

及
び
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
い
ず
れ
も
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
並
び
に
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
記
号
及
び
番
号

第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
中
「
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
入
届
」
に
改
め
、
「
除
く
。
）
」
の
下
に
「

並
び
に
法
第
三
十
条
の
四
十
六
及
び
法
第
三
十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
第
三
号
に
掲
げ
る
届
出
を
除
く
。
）
」
を

加
え
、
同
号
ロ
中
「
次
号
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、
「
そ
の
旨
」
を
「
そ
の
記
号
及
び
番
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「

法
第
二
十
三
条
、
法
第
二
十
四
条
及
び
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
居
届
、
転
出
届
及
び
世
帯
変
更
届
」
に

、
「
そ
の
旨
」
を
「
そ
の
記
号
及
び
番
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
三
十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
当
該
届
出
を
す
る
者
が
中
長
期
在
留
者
等
と
な
る
前
か
ら
引
き
続
き
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
年
月
日

ロ

そ
の
者
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
番
号
、
そ
の
者
に
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
記
号
及
び
番
号



第
二
十
七
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
に
係
る
付
記
事
項
）

第
二
十
七
条
の
三

法
第
二
十
八
条
の
三
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

転
入
届
並
び
に
法
第
三
十
条
の
四
十
六
及
び
法
第
三
十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
第
三
号
に
掲
げ
る
届
出
を

除
く
。
）

介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
旨

二

転
居
届
、
転
出
届
及
び
世
帯
変
更
届

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
（
介
護
保
険
法
第
十
二
条
第
三
項
の
被
保
険
者
証
を

い
う
。
次
号
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
番
号

三

法
第
三
十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
当
該
届
出
を
す
る
者
が
中
長
期
在
留
者
等
と
な
る
前
か
ら
引
き
続
き
介

護
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
）

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
な
つ
た
年
月
日

ロ

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
番
号

第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
入
届
及
び
法
第
三
十
条
の
四
十
六
の
規
定
に
よ
る



届
出
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
規
定
す
る
者
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
条
の
四
十
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
者
」

を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
法
第
二
十
三
条
又
は
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
居
届
及
び
転
出
届
」
に
改
め

、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
三
十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

中
長
期
在
留
者
等
と
な
る
前
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
種
別
の
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
種
別
及
び
基
礎
年
金
番
号

ロ

中
長
期
在
留
者
等
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
種
別
に
変
更
が
あ
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
変
更

後
の
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
種
別
及
び
基
礎
年
金
番
号

ハ

中
長
期
在
留
者
等
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
の
種
別
並
び
に
そ
の
者
が
前
に
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
基
礎
年
金
番

号
及
び
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
な
か
つ
た
間
に
氏
名
の
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
最
後
に
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で

な
く
な
つ
た
当
時
の
氏
名

第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
附
記
事
項
」
を
「
付
記
事
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
第
二
十
三
条
又
は
法
第
二
十
四
条
の
規



定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
居
届
及
び
転
出
届
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
第
二
十
九
条
の
二
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
三
中
「
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
及
び
「
（
以
下
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
と
い
う
。

）
」
を
削
る
。

第
三
十
条
の
五
第
二
号
中
「
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
出
届
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
十
二
の
見
出
し
中
「
記
録
事
項
」
を
「
記
載
事
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
記
録
さ
れ
た
」
を
「
記
載
さ
れ
た
」

に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
中
「
市
町
村
長
」
を
「
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住
所
地
市
町
村
長
（
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
住
所
地
市
町
村
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に

改
め
る
。

第
三
十
条
の
十
七
を
削
る
。

第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
中
「
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
し
た
市
町
村
長
（
以
下
「
交
付
市
町
村
長
」
と
い
う
。

）
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
の
十
六
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
の



十
七
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
九
中
「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
の
十
八
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
十
中
「
第
三
十
条
の
四
十
四
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
十
四
第
八
項
」
に
、
「
第
三
十
条
の
二
十
三
第

一
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
一
第
一
項
第
二
号
」
に
、
「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同

条
を
第
三
十
条
の
十
九
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
十
一
の
見
出
し
を
「
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
失
効
す
る
場
合
）
」
に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部

分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
九
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
十
一
第
一
号
中
「
者
が
」
の
下
に
「
国
外
に
」
を
加
え
、
「
（
付
記
転
出
届
を
し
た
と
き
を
除
く
。
）
」
を

削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
付
記
転
出
届
」
を
「
転
出
届
」
に
改
め
、
「
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
当
該
者
が
最
初
の
転
入

届
を
行
う
こ
と
な
く
」
を
加
え
、
同
条
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
六
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
転
出
を
し
、

又
は
」
を
「
転
出
届
（
国
外
へ
の
転
出
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
基
づ
き
当
該
住
民
票
が
消
除
さ
れ
た
と
き
又
は
第
一
号
若

し
く
は
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同



条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
転
出
届
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
が
当
該
転
出
届
に
係
る

最
初
の
転
入
届
を
受
け
た
市
町
村
長
に
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
提
出
を
行
う
こ
と
な
く
、
最
初
の
転
入
届
を
し
た

日
か
ら
九
十
日
を
経
過
し
、
又
は
当
該
者
が
当
該
市
町
村
長
の
統
括
す
る
市
町
村
か
ら
転
出
を
し
た
と
き
。

第
三
十
条
の
二
十
一
第
八
号
中
「
第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中

「
返
納
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
「
次
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
返
納
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
に
改
め
、

同
条
第
十
号
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
の
二
十
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
十
二
を
削
る
。

第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十
四
第
六
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
十
四
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
第
三
十
条
の
二
十
一
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
」
を
「
前
条
第
三
号
又
は

第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
。

第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
中
「
者
は
、
」
の
下
に
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
場
合
又
は
」
を
加



え
、
「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
は
、
前
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
た
場
合
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
返
納
す
る
事
由
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え

て
、
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
、
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
こ
れ
ら
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
際
に
そ
の

者
が
記
録
さ
れ
て
い
た
住
民
基
本
台
帳
を
備
え
る
市
町
村
の
市
町
村
長
（
第
三
十
条
の
二
十
四
第
二
項
及
び
第
五
項
に
お
い

て
「
直
前
の
住
所
地
市
町
村
長
」
と
い
う
。
）
に
遅
滞
な
く
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
二
十
三
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
を
第
三
十
条
の
二
十
一
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
返
納
命
令
）

第
三
十
条
の
二
十
二

住
所
地
市
町
村
長
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
が
錯
誤
に
基
づ
き
、
又
は
過
失
に
よ
つ
て
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対

し
、
当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。



２

住
所
地
市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
返
納
を
命
ず
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
当
該

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
通
知
を
受
け
る
べ
き
者
の
住
所
及
び
居
所
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
そ
の
他
通
知
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
通
知
に
代
え
て
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
二
十
四
を
第
三
十
条
の
二
十
三
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
十
五
第
一
項
中
「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
一
項
」
の
下

に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
、
第

一
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
各
項
」
に
、

「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
、
直
前
の
住
所
地
市
町
村
長
、
転
出
地
市
町
村
長
又
は
転
入
地
市
町
村
長
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
条
の
二
十
四
と
す
る
。

２

直
前
の
住
所
地
市
町
村
長
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
そ
の
効
力
を
失
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
場
合
又
は
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
返
納
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
転
出
地
市
町
村
長
（
第
五
項
に
お
い
て
「
転
出
地
市
町
村
長
」
と
い
う
。
）
は



、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
当
該
最
初
の
転
入
届
に
係
る
転
出
届
を
し
た
者
に
係
る
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
転
入
地
市
町
村
長
（
次
項
に
お
い
て
「
転
入
地
市
町
村
長
」
と
い
う
。
）
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
六
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知

事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
の
二
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
の
三

外
国
人
住
民
に
関
す
る
特
例

（
外
国
人
住
民
の
世
帯
主
と
の
続
柄
の
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
三
十
条
の
二
十
五

法
第
三
十
条
の
四
十
八
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

世
帯
主
で
な
い
外
国
人
住
民
と
そ
の
世
帯
主
（
外
国
人
住
民
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
と
の
親
族
関
係
に
変
更
が
な
い
場
合

二

世
帯
主
で
な
い
外
国
人
住
民
と
そ
の
世
帯
主
と
の
親
族
関
係
の
変
更
に
係
る
戸
籍
に
関
す
る
届
書
、
申
請
書
そ
の
他
の

書
類
が
市
町
村
長
に
受
理
さ
れ
て
い
る
場
合



（
外
国
人
住
民
の
世
帯
主
と
の
続
柄
を
証
す
る
文
書
の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
三
十
条
の
二
十
六

法
第
三
十
条
の
四
十
九
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

世
帯
主
で
な
い
外
国
人
住
民
と
そ
の
世
帯
主
と
の
間
に
親
族
関
係
が
な
い
場
合

二

世
帯
主
で
な
い
外
国
人
住
民
が
そ
の
世
帯
主
に
関
す
る
転
出
届
に
併
せ
て
転
出
届
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
世
帯

主
で
な
い
外
国
人
住
民
が
当
該
世
帯
主
に
関
す
る
転
入
届
に
併
せ
て
転
入
届
を
す
る
と
き
（
当
該
世
帯
主
が
世
帯
主
と
な

る
場
合
に
限
る
。
）
。

三

世
帯
主
で
な
い
外
国
人
住
民
が
そ
の
世
帯
主
に
関
す
る
転
居
届
に
併
せ
て
転
居
届
を
す
る
場
合
（
当
該
世
帯
主
が
世
帯

主
と
な
る
場
合
に
限
る
。
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
世
帯
主
で
な
い
外
国
人
住
民
が
そ
の
世
帯
に
属
す
る
他
の
外
国
人
住
民
に
関
す
る
転

入
届
又
は
転
居
届
に
併
せ
て
転
入
届
又
は
転
居
届
を
す
る
場
合
（
当
該
他
の
外
国
人
住
民
が
世
帯
主
と
な
る
場
合
に
限
る

。
）
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
世
帯
主
で
な
い
外
国
人
住
民
と
そ
の
世
帯
主
と
の
親
族
関
係
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
市
町
村
長
が
認
め
る
と
き
。

（
外
国
人
住
民
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
の
特
例
）



第
三
十
条
の
二
十
七

外
国
人
住
民
（
中
長
期
在
留
者
の
う
ち
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百

十
九
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二
の
上
欄
の
永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る

者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
永
住
者
」
と
い
う
。
）
及
び
特
別
永
住
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
交
付

さ
れ
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
第
三
十
条
の
十
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

中
長
期
在
留
者
（
永
住
者
を
除
く
。
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
の
日
か
ら
入
管
法
第
十

九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
（
総
務
省
令
で
定

め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
在
留
期
間
の
満
了
の
日
ま
で

一
時
庇
護
許
可
者
又
は
仮
滞
在
許
可
者

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
の
日
か
ら
入
管
法
第
十

ひ

八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
上
陸
期
間
又
は
入
管
法

第
六
十
一
条
の
二
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
仮
滞
在
許

可
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
仮
滞
在
期
間
を
経
過
す
る
日



ま
で

出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
又
は
国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
の
日
か
ら
出
生
し
た
日

在
者

又
は
日
本
の
国
籍
を
失
つ
た
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
す

る
日
ま
で

２

外
国
人
住
民
に
再
交
付
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
中
「
交
付

さ
れ
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
第
三
十
条
の
十
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
と
あ
る
の
は
「
再
交
付
さ
れ

た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
第
三
十
条
の
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
条
の

十
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
と
、
同
項
の
表
中
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
と
あ
る
の
は
「
再
交
付
さ
れ
た
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
と
す
る
。

（
外
国
人
住
民
に
つ
い
て
の
適
用
の
特
例
）

第
三
十
条
の
二
十
八

外
国
人
住
民
に
係
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二

受
理
し
、
若
し
く
は
職
権
で
戸
籍
の
記
載
若
し

受
理
し
た
と
き
、
又
は
法
第
九
条
第
二
項
若
し
く



項
第
一
号

く
は
記
録
を
し
た
と
き
、
又
は
法
第
九
条
第
二

は
法
第
三
十
条
の
五
十

項

第
十
五
条
の
三

又
は
第
十
三
号

若
し
く
は
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
項
、
法
第
三
十

第
一
項
第
四
号

条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
又
は
同
条
の
表

の
下
欄

第
十
五
条
の
三

及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
法

第
二
項

（
同
条
第
四
号
又
は
第
十
三
号

第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
外
国
人
住
民
と

な
つ
た
年
月
日
（
法
第
七
条
第
四
号
若
し
く
は
第

十
三
号
に
掲
げ
る
事
項
、
法
第
三
十
条
の
四
十
五

に
規
定
す
る
国
籍
等
又
は
同
条
の
表
の
下
欄

第
二
十
二
条

及
び
戸
籍
の
表
示

、
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
及

び
同
条
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項

第
二
十
三
条
第

第
五
号
ま
で
及
び
第
十
三
号

第
四
号
ま
で
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
項
、
法



二
項
及
び
第
二

第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
並
び
に

十
四
条
の
三

同
条
の
表
の
下
欄

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
三
十
条
の
三
第
三
項
及

び
第
四
項
、
」
の
下
に
「
法
第
三
十
条
の
四
十
五
か
ら
第
三
十
条
の
四
十
八
ま
で
並
び
に
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
の
表
第
三

十
条
の
四
十
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、
「
住
民
基
本
台
帳
を
備
え
る
市
町
村
の
市
町
村
長
」

を
「
者
は
」
に
、
「
住
民
基
本
台
帳
を
作
成
し
た
」
を
「
者
は
、
そ
の
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
を
作
成
し
た
」

に
改
め
、
「
、
市
長
」
を
削
り
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
条
の
四

住
所
地
市
町
村
長

そ
の
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
を
作

十
四
第
二
項

成
し
た
区
長
を
経
由
し
て
、
住
所
地
市
町
村
長

第
三
十
一
条
第
二
項
の
表
第
三
十
条
の
四
十
四
第
五
項
の
項
及
び
第
三
十
条
の
四
十
四
第
六
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
四

市
町
村
長

、
最
初
の
転
入
届
を
受
け
た
区
長
を
経
由
し
て
、

十
四
第
五
項

市
長

第
三
十
条
の
四

必
要
な
措
置
を
講
じ

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
最
初
の
転
入
届
を
受
け
た



十
四
第
六
項

区
長
を
経
由
し
て

第
三
十
一
条
第
二
項
の
表
第
三
十
条
の
四
十
四
第
六
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
条
の
四

そ
の
旨
を

そ
の
旨
を
、
そ
の
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基

十
四
第
七
項
及

本
台
帳
を
作
成
し
た
区
長
を
経
由
し
て
、

び
第
八
項

第
三
十
条
の
四

当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
、
そ
の
者
が
記
録

十
四
第
十
項

さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
を
作
成
し
た
区
長
を

経
由
し
て

第
三
十
条
の
五

住
民
基
本
台
帳
を
備
え
る
市
町
村
の
市
町
村
長

住
民
基
本
台
帳
を
作
成
し
た
区
長

十
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
四
」
の
下
に
「
、
第
三
十
条
の
二
十
五
並
び
に
第
三
十
条
の
二
十
六
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
の
表
第
三
十
条
の
十
七
の
項
を
削
り
、
同
表
第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「

第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



第
三
十
条
の
十

住
所
地
市
町
村
長

そ
の
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
を
作

八
第
一
項

成
し
た
区
長
を
経
由
し
て
、
住
所
地
市
町
村
長

第
三
十
条
の
十

そ
の
者
に
対
し

そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住

八
第
二
項

民
基
本
台
帳
を
作
成
し
た
区
長
を
経
由
し
て

第
三
十
二
条
第
二
項
の
表
第
三
十
条
の
二
十
の
項
中
「
第
三
十
条
の
二
十
」
を
「
第
三
十
条
の
十
九
」
に
、
「
交
付
市
町
村

長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の
二
十
一
第
一
号
の
項
を
削
り
、
同
表
第
三
十
条
の
二
十
一
第
二
号

の
項
中
「
第
三
十
条
の
二
十
一
第
二
号
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
第
二
号
及
び
第
三
号
」
に
、
「
付
記
転
出
届
」
を
「
転
出
届

」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の
二
十
二
の
項
を
削
り
、
同
表
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
二
十
三
第
二

項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
一
第
二
項
」
に
、
「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

第
三
十
条
の
二

当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

当
該
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
、
当
該
住
民
基
本

十
一
第
三
項

台
帳
カ
ー
ド
が
こ
れ
ら
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
際
に
そ
の
者
が
記
録
さ
れ
て
い
た
住
民
基



本
台
帳
を
作
成
し
た
区
長
を
経
由
し
て

第
三
十
二
条
第
二
項
の
表
第
三
十
条
の
二
十
三
第
三
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
三
十
条
の
二
十
三
第
五
項
の
項
中
「
第
三
十

条
の
二
十
三
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
二
十
一
第
四
項
」
に
、
「
交
付
市
町
村
長
」
を
「
住
所
地
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同

表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
条
の
二

者
に
対
し

者
に
対
し
、
そ
の
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基

十
二

本
台
帳
を
作
成
し
た
区
長
を
経
由
し
て

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

目
次
の
改
正
規
定
、
第
一
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
、
第
二
十
七
条
の
改
正

一
規
定
（
同
条
第
一
号
の
改
正
規
定
（
「
（
以
下
「
転
入
届
」
と
い
う
。
）
」
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
条
第
二
号

の
改
正
規
定
（
「
、
法
第
二
十
四
条
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
以
下
「
転
居
届
」
と
い
う
。
）
、
転
出
届
」
に
改
め



、
「
届
出
」
の
下
に
「
（
次
条
第
二
号
及
び
第
二
十
七
条
の
三
第
二
号
に
お
い
て
「
世
帯
変
更
届
」
と
い
う
。
）
」
を
加

え
る
部
分
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
号
の
改
正
規
定
（
「
法
第
二
十
二
の

規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
入
届
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
条
第
二
号
の
改
正
規
定
（
「
法
第
二
十
三
条
、

法
第
二
十
四
条
及
び
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
転
居
届
、
転
出
届
及
び
世
帯
変
更
届
」
に
改
め
る
部
分

に
限
る
。
）
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
の
三
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
号
に
係
る
部
分
（
法
第
三
十
条
の
四
十
六
及
び

法
第
三
十
条
の
四
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
条
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

二
十
八
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
号
の
改
正
規
定
（
転
入
届
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
条
第
二
号
の
改
正
規
定

を
除
く
。
）
、
第
二
十
九
条
の
見
出
し
の
改
正
規
定
、
第
四
章
の
二
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
三
十
一
条
第

一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
の
表
第
三
十
条
の
四
十
四
第
六
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
（
同
表

第
三
十
条
の
五
十
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
か
ら
第

十
条
ま
で
の
規
定

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者

等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
入
管

法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日



二

第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
、
第
十
五
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
十
条
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
七
条
ま
で

及
び
附
則
第
十
一
条
の
規
定

公
布
の
日

（
仮
住
民
票
の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
調
製
）

第
二
条

市
町
村
長

は
、
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
仮
住
民
票
（

（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

以
下
「
仮
住
民
票
」
と
い
う
。
）
を
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く

こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
）
を
も
っ
て
調
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後

の
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
仮
住
民
票
の
記
載
事
項
）

第
三
条

市
町
村
長
が
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
住
民
票
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
改
正
法

に
よ
る
改
正
後
の
住
民
基
本
台
帳
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
四
十
五
の
表
中
「
入
管
法
第
十
九
条
の
三

に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
（
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
在

留
資
格
、
在
留
期
間
及
び
在
留
期
間
の
満
了
の
日
並
び
に
在
留
カ
ー
ド
の
番
号
」
と
あ
る
の
は
「
入
管
法
第
二
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
在
留
資
格
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
在
留
期
間
及
び
そ
の
満
了
の
日
並
び
に
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十



七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
登
録
番
号
」
と
、
「
入
管
特
例
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
番
号
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
登
録
番
号
」
と
す
る
。

（
仮
住
民
票
の
消
除
）

市
町
村
長
は
、
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
後
附

第
四
条

の
前
日
ま
で
の
間
に
、
仮
住
民
票
の
作
成
の
対
象

則
第
一
条
第
一
号
に
定
め
る
日
（
以
下
「
第
一
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）

と
さ
れ
た
者
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
仮
住
民
票
を
消
除
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
仮
住
民
票
の
記
載
の
修
正
）

第
五
条

市
町
村
長
は
、
基
準
日
後
第
一
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
仮
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
そ
の
仮
住
民
票
の
記
載
の
修
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
仮
住
民
票
の
記
載
事
項
に
係
る
調
査
）

第
六
条

市
町
村
長
は
、
仮
住
民
票
の
記
載
、
消
除
又
は
記
載
の
修
正
に
際
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
仮
住
民
票



に
記
載
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
新
法
第
三
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
仮
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
安
全
確
保
）

第
七
条

市
町
村
長
は
、
仮
住
民
票
に
関
す
る
事
務
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
仮
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
漏
え
い

、
滅
失
及
び
き
損
の
防
止
そ
の
他
の
仮
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
市
町
村
長
か
ら
仮
住
民
票
に
関
す
る
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
が
受
託
し
た
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
外
国
人
住
民
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

入
管
法
等
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
カ
ー
ド
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二

第
八
条

十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
み

（
昭
和
二
十
七

な
さ
れ
て
い
る
外
国
人
登
録
証
明
書
（
入
管
法
等
改
正
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
外
国
人
登
録
法

に
規
定
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
を
い
う
。
）
は
、
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
し
て
、
新
令
第
三
十
条

年
法
律
第
百
二
十
五
号
）



の
二
十
七
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
外
国
人
住
民
に
係
る
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
載
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

市
町
村
長
は
、
改
正
法
附
則
第
九
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
の
翌
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
に
、

現
に
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
外
国
人
住
民
（
新
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
外
国
人
住
民
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
適
用
日
前
に
新
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
転
出
届
」
と
い
う

。
）
を
し
、
か
つ
、
当
該
転
出
届
に
記
載
さ
れ
た
転
出
の
予
定
年
月
日
が
適
用
日
以
後
で
あ
る
者
以
外
の
者
に
係
る
住
民
票

に
新
法
第
三
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
指
定
さ
れ
た
新
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住
民

票
コ
ー
ド
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
か
ら
選
択
す
る
い
ず
れ
か
一
の
住
民
票
コ
ー

ド
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
は
、
当
該
記
載
に
係
る
者
以
外
の
者
に
係
る
住
民
票
に
記

載
し
た
住
民
票
コ
ー
ド
と
異
な
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
選
択
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
長
は
、
新
た
に
そ
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
る
べ
き
外
国
人
住
民
に
つ
き
住
民
票
の
記
載
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
適
用
日
前
に
他
の
市
町
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
っ
て
適
用
日
以
後
当
該
住
民
票
の
記
載
を
す
る
時
ま
で
の
間
に
い
ず
れ
の
市
町
村
に
お
い



て
も
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
又
は
前
項
に
規
定
す
る
適
用
日
前
に
転
出
届
を
し
、
か
つ
、
当
該
転

出
届
に
記
載
さ
れ
た
転
出
の
予
定
年
月
日
が
適
用
日
以
後
で
あ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
住
民
票
に
新
法
第
三

十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
指
定
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド
の
う
ち
か
ら
選
択
す
る
い
ず
れ
か
一
の

住
民
票
コ
ー
ド
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
は
、
当
該
記
載
に
係
る
者
以
外
の
者
に
係
る

住
民
票
に
記
載
し
た
住
民
票
コ
ー
ド
と
異
な
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
選
択
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
新
法
第
三
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
（
住
所
を
変
更
し
た
外
国
人
住
民
に
係
る
市
町
村
長
の
通
知
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
十
条

外
国
人
住
民
に
つ
い
て
は
、
適
用
日
の
前
日
ま
で
は
、
新
令
第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

（
指
定
都
市
の
特
例
）

第
十
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
対
す
る
附

則
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
及
び
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
区
を
市
と
、
区
長
を
市
長
と
み
な
す
。

（
児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
十
二
条

児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
の
四
第
六
号
」
を
「
第
二
十
四
条
の
三
第
六

号
」
に
改
め
る
。



理

由

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
失
効
及
び
返
納
に
関
す
る
規
定
を

ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

改
め
る
と
と
も
に
、
外
国
人
住
民
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る


